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築
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本
年
の
覚
法
寺
は
、
昨
年
よ
り
続

い
て
お
り
ま
す
納
骨
堂
の
改
築
工
事

中
で
す
。
今
年
中
に
新
し
い
納
骨
堂

が
完
成

い
た
し
ま
す
。
建
築
工
事
に

伴

い
、
現
在
は
本
堂
の

一
部
が
白

い

壁
の
よ
う
な
状
態
で
す
が
、
そ
の
環

境
の
中
で
今
ま
で
ど
お
り
お
仏
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
中
に
古

い
建
築
物
の
解
体
が

終
わ
り
、
現
在
更
地
の
状
態
で
、
本

年
か
ら
５
階
建
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付

き
の
新
納
骨
堂
が
建
て
ら
れ
ま
す
。

本
堂
改
築
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

新
納
骨
堂
が
完
成

い
た
し
ま
し
た

ら
、
次
に
本
堂
を
新
し
く
致
す
計
画

で
す
。
お
年
寄
り
の
方
な
ど
ど
な
た

で
も
参
拝
で
き
ま
す
よ
う
に
、

エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
で
持
続
可
能
な
本
堂
を
目
標
と
し

て
計
画
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

写
真
提
供

一
竹
内
工
務
店

・
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・

十

一
月
に
仏
教
青
年
の
九
州
大

会
が
熊
本
の
阿
蘇
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
際
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
の
体
験
会
の
お
時
間
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
▼
今
回
会
場
の
阿
蘇

は
熊
本
地
震
の
被
災
箇
所
で
も
あ

り
、
元
東
海
大
学
の
あ

っ
た
災
害

地
と
、
地
震
に
よ
り
陥
落
し
た
阿

蘇
大
橋
の
展
望
所
の
見
学
が
組
み

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
旧
阿
蘇
大

橋
の
展
望
所
は
熊
本
地
震
以
降
に

震
災
の
遺
構
と
い
う
形
で
、
新
た

な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
作
ら
れ

た
も
の
で
す
。
▼
災
害
地
に
て
緊

急
時
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
実
体
験
を

参
加
者
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
電
話
回

線
の
よ
う
に
混
雑
時
に
バ
ン
ク
す

る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
安
定
し

て
通
信
が
可
能
で
す
。
し
か
し
欠

点
は
電
波
の
方
向
に
あ
る
建
築
物

な
ど
の
障
害
物
に
左
右
さ
れ
て
し

ま
う
不
安
定
さ
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
緊
急
時
に
通
信
の
選
択
肢
が

多
い
こ
と
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
頼
り
に
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
▼
も
う

一
２
一一一口え
る
こ
と
は
、

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
利
用
者
の
増

加
が
不
可
欠
で
す
。
利
用
者
が
多

く
な
い
と
緊
急
時
に
な

っ
て
も
状

況
の
相
互
把
握
の
た
め
の
通
信
が

で
き
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
な
ど
の
報

道
番
組
も
そ
う
で
す
が
、
通
信
と

は

一
方
通
行
で
視
聴
者
が
不
在
で

は
成
り
立
た
な
い
の
で
す
。
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お問い合わせ

参拝部:電話(075)3715181

覚法寺:電話(00383瑯 74

新本堂と納骨堂の予定モデル

刷 |1山覚法寺の Facebookホームページアドレス http://www facebook com/kakuhouJ
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ま暮電報与秋 鸞澄111Lよ ._3 大
改
修
工
事
中
に
も
厳
修

秋
季
彼
岸
会

・
永
代
経
法
要

御
正
忌
報
恩
講
法
要

新
納
骨
堂
建
設
工
事
に
伴
い
、
八
月
か
ら
本
堂
も
白
い
壁

の
前
に
、
仮
の
お
内
仏
の
よ
う
な
状
態
と
変
わ
り
ま
し
た
が
、

九
月
に
は
秋
の
彼
岸
会

・
永
代
経
法
要
、
十

一
月
に
は
御
正

忌
報
恩
講
法
要
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

の
彼
岸
会
は
工
事
に
入
る
以
前
と
同
じ
内
容
で
、
変
わ

進
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

恩
講
で
は
昨
年
ま
で
と
は
法
要
内
容
を
変
え
ま
し
て
、

に
音
楽
法
要
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
オ
ル
ガ
ン
の
伴
奏

わ
せ
て
皆
さ
ん
と
正
信
掲
の
お
勤
め
を
致
す
こ
と
が
で

し
た
。

雅楽にあわせて入堂

音楽法要

森島淳英師 (竜ヶ岳町観乗寺)

原田昭義さんによる御伝鋤拝読

子供たちがおみやげを配ってくれました藤岡教顕師 (湯前町明導寺)

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
　
九
州
地
区
門
信
徒
の
集
い

第
四
十
七
回

九
州
地
区
真
宗
青
年
の
集
い
熊
本
大
会

テ
ー
マ

「よ
り
そ
い
～
地
震
。
水
害
か
ら
の
復
興
～
」

十

一
月
十
八
日
～
十

一
月
十
九
日

御
講
師【巻

誠

一
郎
氏
】
【大
和
卓
也
氏
】
富
一弘
誓
氏
】

「平
成
二
十
四
年
九
州
北
部
豪
雨
」
「平
成
二
十
八
年
熊
本

地
震
」
「令
和
二
年
七
月
豪
雨
」
「令
和
五
年
七
月
豪
雨
」
近

年
数
々
の
自
然
災
害
に
直
面
し
、
今
も
な
お
復
興
へ
向
け
て

歩
み
を
続
け
る
熊
本
の
姿
を
も
と
に
、
私
た
ち
が
自
分
の
力

で
は
ど
う
し
よ
う
も
で
き
な
い
怒
り
や
悲
し
み
、
痛
み
に
出

会

っ
た
と
き
ど
こ
に
立
ち
返
り
、
ど
の
よ
う
に
苦
し
い
現
実

と
向
き
合
い
、
よ
り
そ
い
合
う
べ
き
な
の
か
。
九
州
各
県
の

浄
土
真
宗
門
信
徒
の
青
年
た
ち
が
阿
蘇
に
集
い
、
講
演
を
聴

き
、
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
出
し
話
し
合
い
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

（伊
津
野
）

寺院仏具修復 。納骨堂設計・施工
保教用具専F殖〉 仏壇・仏具・修復・修理

③ おわ壇のイψ)ト
〒86011073熊本市西区島崎 5丁 目4-37

(三軒屋バス亭前)

摩☆096(359)7720

代 表取 締 役  一
一 級 建 築士 一 嶋  統 吾

〒862-0972 熊本市中央区渡鹿3丁目8番28号

丁EL 096-366-5566
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偽
叡
壮
年
会
の
意
年
会

日
に
四
年
ぶ
り

仏
教
壮
年
会
の
忘
年

の
方
が
参
加
し

、
久
し
ぶ
り
の

う
事
も
あ

っ

わ

っ
た
と

て
も

つ
た
と
思

い
ま

御
文
章
」
の
勉

に
活
動
し
、
皆

ま

し

た

。

翻 月
°『理雹勤詳翼為ξl麗議早曇皐拳籠員2名

能しました。海の見える場所で記念写真を撮り、有名な塩パンや両手に持ちき

れないほどのお土産を購入し、覚法寺に帰ってまいりました。皆様から「とて

も楽しかつた」「行って良かった」「また行きたいです」と満面の笑みを浮かベ

(光寺)て話して下さつたのが印象的でした。

罐輝量P8稿
晋
f)が本堂|こ て勤修されました。

【ご講師l明導寺 藤岡教顕 師

※納骨堂建て替え工事につき、お斎は中止となりましたが、

お土産に粗飯を準備させていただきました。

難邦獅始もキoさ鷲り

新型コロナが 5類に移行し、4年ぶりに行事が再開いたしました。

今後、社会の流れの様子を見ながら活動していきます。

十月二十一日、婦人会の皆様と、天草日帰り旅行に

行ってきました。

最初に三角西港で休憩し、皆で散策しました。次に

ワゼ曇EE貧蘇!ξ鮪∬て
=こ

こIs璽
食欲旺盛で、何度もおかわりをし、デザートまで堪

,○ぉ藁駁ぃ(20日 )           すすはら
' 例会は 16日 をお休みして、覚法寺全体の『お煤払い』

を行いました。

※お煤払い…1年のはこりを払い、新年を迎える準

備のこと。

※京都の西本願寺では、12月 20日 に門信徒やギ縁  1

1年のはこりを払い、新年を清々しく迎える。師走の風物詩。
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新
納
骨
堂
募
集

今
年

の
秋
に
五
階
建
て
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
付
き
の
納
骨
堂
が
完
成
し
ま
す
。

標
準
型

・
小
型

。
大
型
と
三
種
類
の

大
き
さ
の
納
骨
壇
を

い
れ
る
予
定
で

す
。維

持
費
は
大
き
さ
に
か
か
わ
ら
ず
、

年
間
五
千
円

で
す
。

五
年
、
十
年
、

二
十
年
分
ま
と
め
て
先
に
お
支
払
い
い

た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

さ
ら
に
境
内
地
に
永
代
維
持
の
納
骨

堂
も
新
築
い
た
し
ま
す
。

も
し
後
を
見
る
人
が
お
ら
れ
な
く
て

も
、
お
寺
の
納
骨
堂
は
安
心
で
す
。

詳
細
は
覚
法
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｃ
ｓ
勉
強
会

御
講
師
　
一万
熊
本
大
学
教
授

農
学
博
士

浅
川

牧
夫
　
先
生

Ｒ
５
年
４
月
よ
り
月
１
回
計
６
回
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
元
熊
本
大
学
教
授

農
学
博

士
　
浅
川
牧
夫
先
生
に
お
願
い
致
し
ま

し
た
。

海
洋
生
態
系
に
及
ぼ
す
環
境
問
題
を

中
心
に
学
び
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
ど
う

い

う
こ
と
か
？
ど
う
捉
え
る
か
？
に
つ
い

て
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
課
題
と
対

策
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
有
意
義
な
講
義

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
度
は
、
納
骨
堂
並
び
に
本
堂
改

築
も
予
定
し
て
い
る
為
期
間
限
定
で

の
開
催
で
し
た
が
、
本
堂
完
成
後
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
勉
強
会
を
持
続
可
能
な
勉
強

会
と
な
る
よ
う
に
致
し
ま
す
。

そ
の
折
に
は
、
引
き
続
き
浅
川
牧
夫

先
生
に
御
講
義
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
再
開
が
決
ま
り
次
第
ご
案
内

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
門
徒
の
皆
さ
ま
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
勉
強
会
担
当

立口
光
寺

澄
子

お
参
り
く
だ
さ
い

令
和
六
年
年
間
行
事

■
春
季
彼
岸
会
法
要

三
月
十
九
日
（火
）
、
二
十
日
（水
）

■
宗
祖
降
誕
会

五
月
十
二
日
（日
）

口
孟
蘭
盆
会
法
要

八
月
十
六
日
（金
）

■
秋
季
彼
岸
会
法
要

九
月
二
十
一日
（土
）
、
二
十
二
日
（日
）

■
報
恩
講
法
要

十
一月
十
七
日
（日
）、
十
八
日
（月
）

覚
法
寺
御
門
徒

酒
本

冷
子
様
の
作
品
で
す

元熊本大学教授 農学博士

浅り|1牧夫 先生
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ま ま
で で

創 ;業60年
不動産の賃貸、売買、管理、相続、全て扱っています。

(株)国府不動産
代表取締役 小川 道雄

〒8620949 熊本市中央区国府1丁 目13-5(国 府電停前 )

口,(096)364-6618

綜合建設業

0株式会社 竹内工務店
代表取簿役 竹 内 浩 二
会 長   竹 内 義 雄
本社/熊本市東区尾ノ上4丁目20番11号
TEL  {096)365-3366 職〕
FAX (096)369-0562
鹿児島営業所/鹿児島市西田3丁 目1番 1

TEL/FAX  (099)204-0435


